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そ して、現場の多 くの教師が抱えている 「教育評
価」に対する疑問や問題を整理 して考える際に、
多くの示唆を与えてくれる一冊であるといえる。
本書 は5章 立てで構成 されている。第1章 は編
者である田中耕治氏が執筆 し、総論 という位置づ
けである。 ここでは、わが国の教育世界に深く浸
透 した 「相対評価」の問題性を厳 しく指摘 した上

























第3章 通知表 ・指導要録の課題(山 根俊喜)
1教 育評価制度の歴史
2戦 後の指導要録 と通知票 一歴史と現状
3指 導要録 と通知表改革の課題
第4章 入試改革の歴史 と展望(木 村元)
1制 度化 された教育評価の枠組みと入試制度 の
評価原則の変遷



















い考え方」(田 中耕治)と 第2章 「教育評価の方
法」(西 岡加名恵)に ついて述べたいと思う。
第1章 「教育評価の新 しい考え方」(田 中耕治)





戦後登場 した 「教育評価」は、高い見識を持 って
スター トしたとみてよい。 しかし、指導要録が採
用 した 「相対評価」が、学歴獲得競争のなかで
「教育評価」を子どもの 「ねぶみ」 の手段 として
墜落 させたといえる。その 「相対評価」の問題点













る(い くら頑張 っても成績が上がらない子 どもに
対す る 「な ぐさあ」)装 置として 「個人 内評価
(所見欄)」が組み合わされてきたが、 この 「相対
評価」 と 「個人内評価」 という負の関係を切 り崩
し、「目標に準拠 した評価」と 「個人内評価」 を
組み合わせた評価 こそ、新 しい教育評価のあり方
である。
















に基づいて到達 目標づくりを行 う 「民主編成」は
不可分の関係にある。④指導 と学習に反省的契機
を与える 「形成的評価」 が重要 な意味を持ち、











のキーワー ドは、①子 どもを 「実社会」「生活」
「リアルな課題」に立ち向かわせる 「真正性(au-
thenticity)Jの 概念。②子 どもを単に評価 され
る側 ととらえるのではなく、評価結果に利害があ
る存在(stakeholder)と して評価行為 に子ども







認 し、今後の学習や行動を調整す る 「自己評価」。
以上 の4っ を あげ、表現(パ フォーマ ンス)を 通
じて、 自己評価が閉 じた回路の中で空回 りす るこ
とを忌避 す ることがで きると して いる。 また、子
どもたちのなかに進行 す る 「既 知」 と 「未知」 と
の葛藤 を的確 に把握 して、認識 の組 み替 えを確実
に促 すために は、教 師の側 にはそれぞれの指針 と
なる評価規準 の設定 と評価方法 の工夫 がな くては
な らない。 っま り、 このよ うな規準 と評価方法 な
くしては、子 ど もを表面的 に しか把握 できないと
して、新 しい教育評価 と して 「目標 に準拠 した評
価」 と 「個人内評価」 を組み合わせ た評価 こそ重
要で あることを述べて いる。
次 に、第2章 「教育評価の方 法」(西 岡加名恵)
で は、 「教育評価 の方法 一 『筆 記 に よる評 価』 か
ら 「パ フォーマ ンスに もとつ く評価』 まで一」 と
い うタイ トルに示 されてい るよ うに、現段階 で考
え られる評価方法 をすべて列挙 し、詳細 な解説 を
加 えてい る。特 に 「筆記 による評価」 は、 これ ま
で教師が経験 的に行 ってきたテス ト方法であるが、
客観 テス トを作成す る際 に も 「テス ト明細表」を
作成す ることなど、現場の教師 にと って参考 とな
る具体的方法が示 されて いる。
そ して、教育評価に は 「学 力評価」「授業評価」
「カ リキュ ラム評価」「学 校評 価」 な どが含 まれ る
が、 「学力評価」 は、 これ らすべ て の基 礎 を なす
ものであ る と した うえで、 新 しい評価 論 と して
「知識その ものを生み出す」 とい った、 まさ に高
次 の学力 を保障 する ことを目指 した 「真正 の評価
(authenticassessment)」 論 の必要性 を指摘 し、
従来 の 「筆記 による評価」だ けで はな く、 より幅
広 い 「パ フォーマ ンスにもとつ く評価(perform-
ante-basedassessment)」 の重要性 を強調 して い
る。 その代表的 な評価法が ポー トフォ リオ評価 法
(portfolioassessment)で あ るが 、 ポー トフ ォ
リオ評価法 の基 本的な考 え方 や原 則、 また、 ポー
トフォリオ評価法に不可欠なルーブリック(パ フォー
マ ンスに基 づ く評価 において用 いられる採点指針)







明 らかにしている。すなわち、 ステ ィギンスの
「知識 ・理解」「推論」「実演スキル」「態度の傾向
性」という分類に対 し、学習指導要領の 「知識 ・


















教師の多大な負担(無 理)の 上に成 り立っ理論は、
やはり、そのままのかたちでは実践に根付かない
のではないかと思う。あらゆる学校階梯、あらゆ
る教科 ・科 目で、「真正の評価」論をわが国の教
育現場の実情に合致 させるための実践的研究を積
み上げていく努力が求あられているのではないか
と思 う。
自分の授業を充実 したものにしたいと思う教師
や、「ポートフォリオ評価法」 という言葉を聞い
たことはあるが、中身がわか らないという教師に
一読をおすすめ したい。
(日本標準、2002年 、208頁 、2,800円)
(神戸市立六甲アイランド高等学校教諭)
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